
年間授業計画　新様式

教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 N 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

17教出　音Ⅰ７０１　教育出版　音楽Ⅰ　Tutti+

芸術

音楽Ⅰ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

交響曲の魅力を探求しよう
―ベートーヴェン最後の交響曲―
【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造と
の関わりについて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、速度、旋律、テクス
チュア、強弱、形式、構成を知覚
し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関
わりについて考えるとともに、曲や
演奏に対する評価とその根拠につい
て考え、音楽のよさや美しさを自ら
味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
オーケストラの響きや、ソナタ形式
において主題が展開されたり再現さ
れたりするおもしろさに関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活
動に取り組む。

音色、リズム、旋律を知覚し、強弱、形式、
構成を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、どのように演奏するかについて表現意図
を持たせる。

○

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各教科の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】

音楽を歌唱、器楽、鑑賞と様々な視点から捉え
ようとすることに関心をもち、主体的・協働的
に音楽と触れ合い、それを通して心の豊かさを
養う。

芸術

知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

様々な表現形態による歌唱表現、器楽表現の特
徴について理解し、身体、楽器の使い方の技
能、他者との調和を意識して演奏する技能を身
に付け、表現する。併せて文化的・歴史的背
景、他の芸術との関わり、伝統音楽の種類と特
徴を理解する。
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態

配
当
時
数

日本歌曲を歌おう
―言葉とフレーズの関わりに着目し
て―
【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
り、言葉の特性と曲種に応じた発声
との関わりについて理解する。
・曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、速度、旋律、強弱、
形式、構成を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考
え、どのように歌うかについて表現
意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
日本語の抑揚や間、語感、歌詞とし
てのまとまりが旋律の流れやフレー
ズにどのように表され、曲想を生み
出しているかに関心をもち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取り
組む。

交響曲第５番から第１楽章
交響曲第６番「田園」から第１楽
章

１
学
期

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、
豊かな情操を培う。

○

思

○

少年時代
君に届くまで
小さな空
歌声づくりのエクササイズ
音楽経験アンケート（自作教材）

○

音楽Ⅰ

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わり、言葉
の特性と曲種に応じた発声との関わりについ
て理解している。
・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、歌唱で表して
いる。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、強弱、形式、構
成を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考え、どのように歌うかについて表現意
図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本語の抑揚や間、語感、歌詞としてのまと
まりが旋律の流れやフレーズにどのように表
され、曲想を生み出しているかに関心をも
ち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り
組もうとしている。

【知識・技能】
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、
強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考えるとともに、曲や演
奏に対する評価とその根拠について考え、音
楽のよさや美しさを自ら味わって聴いてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
オーケストラの響きや、ソナタ形式において
主題が展開されたり再現されたりするおもし
ろさに関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。

○

東京都立農産高等学校 令和７年度（１学年用） 
芸術 音楽Ⅰ 2
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○



２
学
期

〇 ○ ○

旋律に合う和音を選ぼう
―和音、和声―
【知識・技能】
・音の重なりや連なりによる響きの
特徴について、表したいイメージと
関わらせて理解する。
・つくった旋律に副次的な旋律や和
音などを付ける技能を身に付け、創
作で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
和音、和声を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考
え、どのように音楽をつくるかにつ
いて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
和音、和声を学習することや旋律に
合う和音を選んで合唱に編曲するこ
とに関心をもち、主体的・協働的に
創作の学習活動に取り組む。

喜びの歌(自作教材)
簡単な左手伴奏

○ ○

アンサンブルを楽しもう
【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わ
り、様々な表現形態による器楽表現
の特徴について理解する。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い
方などの技能、他者との調和を意識
して演奏する技能、表現形態の特徴
を生かして演奏する技能を身に付
け、器楽で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、速度、旋律、テクス
チュア、強弱、形式、構成を知覚
し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関
わりについて考え、どのように演奏
するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
奏法を身に付けることや音楽表現を
創意工夫しながらアンサンブル活動
をすることに関心をもち、主体的・
協働的に器楽の学習活動に取り組
む。

コード抑え(コード表参照)
翼をください

我が太陽
Santa Lucia

〇

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わり、言葉
の特性と曲種に応じた発声との関わりについ
て理解している。
・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、歌唱で表して
いる。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、旋律、強弱、構成を知覚し、
それらの働きを感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え、ど
のように歌うかについて表現意図をもってい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
イタリア語の言葉の特性や曲にふさわしい発
声で表情豊かに歌うことに関心をもち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと
している。

歌の旅に出ようⅠ
―イタリアの民謡や歌曲―
【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
り、言葉の特性と曲種に応じた発声
との関わりについて理解する。
・曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、旋律、強弱、構成を
知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、どのように
歌うかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
イタリア語の言葉の特性や曲にふさ
わしい発声で表情豊かに歌うことに
関心をもち、主体的・協働的に歌唱
の学習活動に取り組む。

○ ○ ○ 17

【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わり、様々
な表現形態による器楽表現の特徴について理
解している。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの
技能、他者との調和を意識して演奏する技
能、表現形態の特徴を生かして演奏する技能
を身に付け、器楽で表している。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、
強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように演奏す
るかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
奏法を身に付けることや音楽表現を創意工夫
しながらアンサンブル活動をすることに関心
をもち、主体的・協働的に器楽の学習活動に
取り組もうとしている。

○ 8

16○ ○

【知識・技能】
・音の重なりや連なりによる響きの特徴につ
いて、表したいイメージと関わらせて理解し
ている。
・つくった旋律に副次的な旋律や和音などを
付ける技能を身に付け、創作で表している。
【思考・判断・表現】
和音、和声を知覚し、それらの働きを感受し
ながら、知覚したことと感受したこととの関
わりについて考え、どのように音楽をつくる
かについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
和音、和声を学習することや旋律に合う和音
を選んで合唱に編曲することに関心をもち、
主体的・協働的に創作の学習活動に取り組も
うとしている。



○ 5

物語と音楽との関わりに注目しよう
―総合芸術における音楽の魅力―
【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化
的・歴史的背景との関わり、言葉の
特性と曲種に応じた発声との関わ
り、曲想や表現上の効果と音楽の構
造との関わり、音楽の特徴と文化
的・歴史的背景、他の芸術との関わ
り、我が国や郷土の伝統音楽の種類
とそれぞれの特徴について理解す
る。
・曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、速度、旋律、テクスチュア、
強弱を知覚し、それらの働きを感受
しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考えるとと
もに、曲や演奏に対する評価とその
根拠、音楽表現の共通性や固有性に
ついて考えて聴き、どのように歌う
かについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
総合芸術において物語と音楽が関わ
り合いながらどのような表現上の効
果をもたらしているか、音楽と他の
文化が互いにどのように影響をし
合って発展してきたかに関心をも
ち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の
学習活動に取り組む。

ウエスト・サイド物語
本編
America
Tonight

○

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わり、言葉の特性と曲種に応じた
発声との関わり、曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴
史的背景、他の芸術との関わり、我が国や郷
土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴につい
て理解している。
・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、歌唱で表して
いる。
【思考・判断・表現】
音色、速度、旋律、テクスチュア、強弱を知
覚し、それらの働きを感受しながら、知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考
えるとともに、曲や演奏に対する評価とその
根拠、音楽表現の共通性や固有性について考
えて聴き、どのように歌うかについて表現意
図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
総合芸術において物語と音楽が関わり合いな
がらどのような表現上の効果をもたらしてい
るか、音楽と他の文化が互いにどのように影
響をし合って発展してきたかに関心をもち、
主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

３
学
期

アンサンブルを楽しもう
【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わ
り、様々な表現形態による器楽表現
の特徴について理解する。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い
方などの技能、他者との調和を意識
して演奏する技能、表現形態の特徴
を生かして演奏する技能を身に付
け、器楽で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、速度、旋律、テクス
チュア、強弱、形式、構成を知覚
し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関
わりについて考え、どのように演奏
するかについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
奏法を身に付けることや音楽表現を
創意工夫しながらアンサンブル活動
をすることに関心をもち、主体的・
協働的に器楽の学習活動に取り組
む。

翼をください
夢の中へ(自作教材)

○

○

【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わり、様々
な表現形態による器楽表現の特徴について理
解している。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの
技能、他者との調和を意識して演奏する技
能、表現形態の特徴を生かして演奏する技能
を身に付け、器楽で表している。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、
強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように演奏す
るかについて表現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
奏法を身に付けることや音楽表現を創意工夫
しながらアンサンブル活動をすることに関心
をもち、主体的・協働的に器楽の学習活動に
取り組もうとしている。

【知識・技能】
・音楽Ⅰの１年間の学習における表現や鑑賞
の「知識」に関する諸事項について理解して
いる。
・音楽Ⅰの１年間の学習における技能に関す
る諸事項を身に付け、歌唱や器楽、創作で表
している。
【思考・判断・表現】
音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、
強弱、形式、構成などを知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え、歌唱や器楽、
創作表現としてどのように表すかについて表
現意図をもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
１年間の音楽学習のまとめとしてコンサート
を企画実施することや、音楽Ⅰの１年間の学
習を経て自分自身の音楽に対する考え方がど
のように変容したかを考えることに関心をも
ち、主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

○○

○○

コンサートを開こう
【知識・技能】
・音楽Ⅰの１年間の学習における表
現や鑑賞の「知識」に関する諸事項
について理解する。
・音楽Ⅰの１年間の学習における技
能に関する諸事項を身に付け、歌唱
や器楽、創作で表す。
【思考力・判断力・表現力等】
音色、リズム、速度、旋律、テクス
チュア、強弱、形式、構成などを知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、歌唱や器
楽、創作表現としてどのように表す
かについて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
１年間の音楽学習のまとめとしてコ
ンサートを企画実施することや、音
楽Ⅰの１年間の学習を経て自分自身
の音楽に対する考え方がどのように
変容したかを考えることに関心をも
ち、主体的・協働的に表現及び鑑賞
の学習活動に取り組む。

一年間に学んだ歌唱楽曲全て

○

8

合計

78

4




